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【目的】

　 救急医療にお ける CT の 役割は か な り広範にわた り、無 くて はな らな い モ ダリテ ィ
ー

とな っ て い る 。 また 救

急時におけ る CT 撮影 の 特徴として検査 の 迅速性 を問われ る揚合が多く 、 これ は CT 装置の 高速性 に依存 し て

い る と言 っ て も過言で はない 。　 今回は、救急時にお けるCT 撮影の 代表例 とし て 、広範囲を迅速 に ス キ ャ ン

する必 要の ある大動脈解離の 検査を中心 に 、当院で 2 月より稼動 して い るマ ル チ ス ライ ス CT によ るヘ リカ ル

ス キャ ン の 有用性 にっ い て、従来 の CT による検査法 と比較 し検討する。

防 法】

（1 ）大動脈解離の 症例に つ い て 、 既存の CT に お ける 臨床画像 とマ ル チス ライ ス CT に よる ヘ リカル ス キ ャ ン

　　 によ り得 られた画像を比較評価 した。

（2）マ ル チ ス ライ ス CT の 特徴 として ス キ ャ ン 後 Retrospectiveに再構成 させ る こ とに よ りス ライ ス 厚を変更

　　可能で あり、再 ス キ ャ ンす る こ となく Z 軸方向の 分解能を上げる こ とがで き る、こ の デー
タを もとに三次

　　元画像 を作成 しそ の 評価を行 っ た 。

【検査法 萋

最新 の 使用機器 と諸条件を表に示す。

使用機器 CT　HiSpeedAdvantage　QX！i　 GE ・YMs 社製

撮影条件 120kv　 200mA 　O．8sec　scan
X 線ス ライ ス 厚 5〜7，5mm
テ
ーブル 移動速度 15m 皿 ！rot （HQ モ

ー
ド時）

再構成条件 （Retro） ス ライ ス 厚 5．（hnm （変更可）Interval　 2．5mm

造影条件 3．0〜4．Oml ！sec （Total　100ml）

Scan　Delay 20〜30sec
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（図
一 1 ）腹腔 動脈 に解離がお よび 、真腔 と偽腔両方か ら血液が流入 し て い る こ とが 明瞭に描 出され て い る．

（図
一 2 ）同患者 の 三次元画像で あ るが腹腔動脈は描出されて い な い 、これは 上記に よ り真腔 と偽腔か らの 血 液

が混和する こ とに よ り造影剤濃度が下 っ たた め と推測で き、それ を証明 し て い る、

【ま とめ 1
・従来法に 比 べ 非常に高速で あ り、大動脈全 域を

一
回の 呼吸停止 に よ りス キ ャ ン 可能で ある。（図一2 は 28 秒）

・．造影剤血 中濃度 の 高い 間にス キ ャ ン する こ とで周 囲 との コ ン トラス トを良好に保 っ こ とが可 能 で あ る 。

・緊急時の患者状態にかか わらず動きの 少ない 画像 を得る こ とが可能であ る 。

・Volumeデー
タを Retrospectiveに再構成する こ とで Z 軸方向 の 分解能を上 げる こ とが可能で あ り、 こ の 画像

　をも とに して作成する三次元画像は新た な情報源 として有用 で ある。
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